
第５学年〇組理科学習指導案 

日時：令和５年１０月２１日（土）第〇校時 

場 所 ： 理 科 室 

児 童 数 ： ○ ○ 名 

授業者：中山 直之 

１ 単元名  ふりこのきまり 

 

２ 授業の構想 

（１） 単元内容 

   本単元は、小学校学習指導要領第５学年の内容「A 物質·エネルギー（２）振り子の運動」に基づ

き設定するものである。その内容は、次のように示されている。 

Ａ 物質・エネルギー（２）振り子の運動 

振り子の運動の規則性について，振り子が１往復する時間に着目して，おもりの重さや振り子の

長さなどの条件を制御しながら調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導

する。 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

(ｱ) 振り子が１往復する時間は，おもりの重さなどによっては変わらないが，振り子の長さによ

って変わること。 

イ 振り子の運動の規則性について追究する中で，振り子が１往復する時間に関係する条件につ

いての予想や仮説を基に，解決の方法を発想し，表現すること。 

本内容は，第３学年「Ａ（２）風とゴムの力の働き」の学習を踏まえて，「エネルギー」について

の基本的な概念等を柱とした内容のうちの「エネルギーの捉え方」に関わるものであり，第６学年

「Ａ（３）てこの規則性」の学習につながるものである。 

ここでは，児童が，振り子が１往復する時間に着目して，おもりの重さや振り子の長さなどの条件

を制御しながら，振り子の運動の規則性を調べる活動を通して，それらについての理解を図り，観

察，実験などに関する技能を身に付けるとともに，主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想する力

や主体的に問題解決しようとする態度を育成することがねらいである。 

（２） 単元構成と本時の位置づけ 

   「１０ ふりこのきまり」（８時間扱い） 

第１次 ふりこの１往復する時間 

① 振り子を作って、曲のテンポに合わせる活動を通して、振り子の振れ方について問題を

見いだし、振り子の１往復する時間は、何によって変わるのかを予想する。 

② 振り子の１往復する時間が何によって変わるかを調べる方法を考える。 

③ 計画した実験を実際に試し、実験方法を修正する。 

④ おもりの重さ、振り子の振れ幅、振り子の長さを変えて、振り子の１往復する時間が変

わるかどうかを役割分担しながら調べる。 

⑤ 必要に応じて再実験を行ったり、他の実験を行った班と実験結果を共有したりする。 



⑥ 実験結果を整理し、振り子のきまりについて考え、まとめる。 

⑦ １秒で１往復する振り子を作る。 

⑧ 振り子のきまりについて、学んだことをまとめる。 

 

３ 本次（本単元）の学習目標 

 知識・技能 

・振り子が１往復する時間は，おもりの重さなどによっては変わらないが，振り子の長さによって変

わることを理解することができる。 

・振り子の運動の規則性について，実験などの目的に応じて，器具や機器などを選択して，正しく扱

いながら調べ，それらの過程や得られた結果を適切に記録することができる。 

 思考力・判断力・表現力等 

  ・振り子の運動の規則性について，予想や仮説を基に，解決の方法を発想し，表現するなどして問題

解決することができる。 

・振り子の運動の規則性について，実験などを行い，得られた結果を基に考察し，表現するなどして

問題解決することができる。 

 学びに向かう力・人間性等 

  ・振り子の運動の規則性についての事物・現象に進んで関わり，粘り強く，他者と関わりながら問題

解決しようとすることができる。 

・振り子の運動の規則性について学んだことを学習や生活に生かそうとすることができる。 

 

４ 準備物（３２名分） 

・ワークシート３２枚 ・鉄製スタンド８台 ・わりばし８本 ・２ｍに切った糸８本 

・フック付きのおもり（１０ｇ）２４個 ・分度器（厚紙）８枚 ・ストップウォッチ８台 

・電卓８台 ・竹ひご（半分に切ったもの）64 本 ・目玉クリップ３２個 ・丸めた粘土３２個 

・輪ゴム３２本 ・曲の音源 ・再生機器 ・１ｍ物差し８本 

 

５ 本次（単元）の「場づくりから活用までの一連の展開」 

時 

間 

段 

階 

学習者の〇活動と資質・能力 

・想定される考えや発言例 
教員の発問と〇指導 

★目標達成のための評価 

〇留意事項 

0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場

づ

く

り 

 

 

〇振り子について知る。 

・知っているよ！ 

・初めて聞いたなあ。 

・ブランコみたいにゆらゆら

するやつでしょ？ 

 

 

・メトロノーム 

・空中ブランコ 

みなさんは、「振り子」という

ものを知っていますか。 

〇振り子とは、棒やひもなど

におもりをつけて、左右に

振れるようにした物だとい

うことを知らせる。 

皆さんの生活の中で、振り子

と関係がありそうなものは

ありますか。 

 

 

〇ひもとおもりを用意してお

き、児童が、実際に振り子

がふれる様子を見ることが

できるようにする。 

 

〇可能な限り、メトロノーム

や振り子時計など、振り子

︵
導
入
︶ 



 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り子時計 

 

〇振り子を作って、自分で揺

らしてみる。 

主体的に自然事象に関わり、

それらを科学的に探求しよ

うとする態度 

・揺れが大きくなるようにや

ってみよう！ 

・「せーの」でいっしょにやっ

てみようよ！ 

・友だちと振り子の速さがち

がう気がする。 

 

・おもりの位置を上にした

ら、速くなったよ。 

・人によって振り子の速さが

ちがう。 

 

・どうしたら、テンポが変わ

るのかな？ 

・粘土の位置を変えてやって

みよう！ 

 

 

みなさんも、自分で身近な物

を使った「振り子」を作って

みましょう。 

〇振り子の作り方を簡単に説

明する。 

 

 

 

 

 

 

「振り子」を作ってみて、何

か気付いたことはあります

か。 

 

 

友だちと速さ（テンポ）を合

わせたい子がいるようなの

で、今度は、曲のテンポに合

った振り子を作ってみまし

ょう。 

に関係する物の実物や写真

を用意しておき、児童の振

り子への興味が高まるよう

にする。 

 

〇竹ひごの交差のさせ方、輪

ゴムをつける位置など、必

要最低限の説明のみを行

い、児童が自由に試行でき

る場を提供できるようにす

る。 

 

 

〇振り子における科学的な用

語である「ふりこの長さ」

「ふれはば」「おもりの重

さ」「支点」に言葉をそろえ、

児童と共通理解を図れるよ

うにする。 
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疑

問 

 

・ふりこの長さを短くした

ら、ふりこの１往復する時

間が短くなったよ。 

・おもりの重さを重くした

ら、少しだけ、ふりこの１

往復する時間が短くなった

気がする。 

・ふれはばを大きくしたら、

ふりこの１往復する時間が

短くなったんじゃないか

テンポ（振り子が１往復する

時間）を変えようとしてみ

て、何か気付いたことはあり

ますか。 

 

〇振り子における科学的な用

語である「ふりこの１往復

する時間」に言葉をそろえ、

児童と共通理解を図れるよ

うにする。 

〇ふりこの長さによってふり

この１往復する時間が変わる

と気付いた児童が多い場合に

は、人によっておもりの重さ

やふれはばがちがうことに目

を向けられるように声かけ
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な。 

抽出・整理した情報につい

て、それらの関係性や傾向を

見いだす力 

 

 

 

し、条件を整えた上で考える

必要があることに気付けるよ

うにする。 
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予

想 

〇予想を立てる。 

見いだした関係性や傾向か

ら、課題を設定する力 

・私は、おもりの重さが軽く

なると、ふりこの１往復す

る時間が短くなると思いま

す。理由は、軽いものは簡

単に動かせるからです。 

・ぼくは、メトロノームのお

もりを支点に近づけたとき

に、メトロノームのテンポ

が速くなったので、ふりこ

の長さが短くなると、ふり

この１往復する時間が短く

なると予想しました。 

予想することで、今の自分の

考えをはっきりさせましょ

う。 

〇書き方のモデルを示す。 

〇予想は正解である必要はな

いこと、次の活動につなが

る大切な活動であることに

気付けるようにする。 

〇どうしてそのように考えた

のか、理由を学級で共有で

きるようにする。 

〇自分の予想に自信がない児

童も積極的に考えを表現で

きるように、◎〇◦で自分の

考えの自信度を表すように

する。 

 

 

② 

0 
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方

法 

〇実験を計画する。 

仮説を確かめるための観察・

実験の計画を立案する力 

・私は、おもりの重さだと思

うので、おもりの重さを変

えて実験してみたいです。 

・ふりこの長さが関係してい

ると思うので、おもりの重

さとふれはばは同じにし

て、ふりこの長さだけを変

えて実験したいです。 

 

どのような実験をしたら、自

分の考えが正しいかどうか

を確かめられますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

同じ予想をもった人同士で

〇学級の状況に応じて、はじ

めに実験装置を提示し、装

置の具体的なイメージをも

ってもらうようにしてもよ

い。 

〇机間指導を行い、条件が整

った実験を計画できるよう

に支援する。 

 

 

 

〇同じ予想の人同士で話し合

問題 ふりこの１往復する時間は、何によって変わるのだろうか。 
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・Ａさん、この実験だと、条

件が２つ変わってしまって

いるから、実験しても何が

ふりこの１往復する時間に

関係しているかわからない

よ。 

・Ｂさんは、どうしてふりこ

の長さを１５ｃｍずつ長く

しているの？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ぼくは、ふりこの長さが関

係していると思ったので、

ふりこの長さだけを変える

実験を考えました。 

・私は、ふれはばを１０°ず

つ変えてみようと思いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

話し合い、自分の予想で正し

く実験を行うことができそ

うか確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな実験をする必要があ

るか、みんなで共有しましょ

う。 

〇条件を制御した実験の行い 

方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わせ、自分と比べやすい環

境で話し合えるようにす

る。 

〇質問や助言したいことが出

てきたら、どんどん実験方

法を改善していってよいこ

とを伝える。 

〇話し合う際には、実験装置

そのものだけでなく、「条

件」、「変える条件の数値の

差」にも注目するとよいこ

とに気付けるよう声かけす

る。 

★振り子の運動の規則性につ

いて，予想や仮説を基に，

解決の方法を発想し，表現

するなどして問題解決して

いる。 

 

〇児童が考えた実験方法を基

に、実験方法を学級全体で

話し合うようにする。 

〇実験方法だけでなく、ふり

この１往復する時間の測定

方法や試行回数、四捨五入

等、データ処理の方法など

にも目を向けさせ、なるべ

く児童自身が考えた条件で

実験を行うことができるよ

うにする。 

〇実験後に情報共有ができる

よう、どの実験を誰が行う

かの役割分担を子どもたち

と話し合いながら調整す



 

③ 

0 
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〇実験計画を修正する。 

観察・実験の計画を評価・選

択・決定する力 

・あれ？思った通りにいかな

いな。 

・どうしたら、調べたいこと

を調べられる方法になるか

な。 

 

・これだと、正しく調べられ

ないんじゃない。 

・～するといいと思うよ。 

 

考えた実験方法を実際に試

してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

他の班の友だちと情報を交

換してみましょう。 

る。 

〇計画した装置を組ませ、児

童が考えた方法で調べたい

ことを調べられるか確認さ

せる。その際、批判的思考

を働かせながら実験を行え

るように声かけする。 

 

 

〇班同士で、アドバイスやう

まくいったことなどの情報

交換を行ってよいことを伝

える。また、他の班のよい

ところは、どんどん取り入

れてよいことも伝える。 

④

⑤

⑥ 

 

※ 

以 

下 

の 

活

動

は 

班 

ご 

と 

に 

進

め

る 

実

験 

〇実験を行う。 

観察・実験を実行する力 

・ふりこの長さを変える実験

で１往復の時間が変わった

ら、ふりこの長さによって

１往復する時間が変わると

言えるね。 

・もしかしたら、２つ以上の

条件で１往復する時間が変

わるかもしれないね。 

 

・おもりの重さを変えても、

ふりこの１往復する時間は

ほとんど変わらないね。 

・ふりこの長さを長くした

ら、ふりこの１往復する時

間も長くなったよ。 

実験の見通しを立てましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回考えた方法で、「振り子

の１往復する時間は何によ

ってどのように変わるのか」

を解き明かしましょう。 

〇安全な実験の行い方につい

て確認する。 

〇おもりの重さ２０ｇ、ふれ

はば２０°、振り子の長さ

３０ｃｍで実験の方法を演

示し、正しい測定方法を確

かめるとともに、留意事項

（平均の求め方など）を適

宜、確認する。 

 

 

 

〇児童が適切な条件で実験し

ているか、机間指導を行う。 

〇測定が早く終了したグルー

プは、結果の整理を行って

よいことを伝える。 

★振り子の運動の規則性につ

いて，実験などの目的に応

じて，器具や機器などを選

択して，正しく扱いながら



調べ，それらの過程や得ら

れた結果を適切に記録して

いる。 

★振り子の運動の規則性につ

いての事物・現象に進んで

関わり，粘り強く，他者と

関わりながら問題解決しよ

うとしている。 

 結

果 

〇結果をまとめる。 

観察・実験の結果を処理する

力 

・ふれはばを変える実験の 

１０往復する時間が１０°

では１１秒、２０°では１

２秒、３０℃では１１秒だ

ったよ。 

・１往復する時間に直すため

に１０で割るんだよね。 

・平均値を出すために３で割

ったら割り切れなかったか

ら、小数第２位を四捨五入

しよう。 

 

・私は、おもりの重さを変え

る実験をしました。おもり

の重さが１０ｇのときは

１．１秒、２０ｇのときも

１．１秒、３０ｇのときも

１．１秒になりました。 

・おもりの重さを変えても、

１往復する時間は変わらな

そうだね。 

 

グループの友だちと結果を

共有して、結果を整理しまし

ょう。 

〇結果の整理の仕方について

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分が行っていない実験の

結果を他の班と共有しまし

ょう。 

 

〇記録係が実験の測定結果を

グループ全体に伝えるとと

もに、測定した結果の平均

値を求めたり、結果を表や

グラフで表したりできるよ

う声かけする。 

〇児童が入力したデータから

作成された折れ線グラフを

提示し、実験の結果を視覚

的に捉えやすくすることが

できるようにする。 

 

 

 

○３種類の実験のメンバーが

集まるように新しいグルー

プをつくり、他班に自分た

ちの実験結果を伝える。 

〇タブレット端末を使って、

実験の様子を友だちにわか

りやすく伝えられるように

する。 

〇データのずれについて児童

と話し合う時間を設けるよ

うにする。 

 



 考

察 

〇考察する。 

観察・実験の結果を分析・解

釈する力 

・ふりこの長さを変える実験

をしたら、ふりこの１往復

する時間が変わったので、

ふりこの１往復する時間

は、ふりこの長さによって

変わることが分かりまし

た。 

・ふりこの長さを長くすれば

するほど、ふりこの１往復

する時間も長くなりまし

た。 

実験の結果から、どんなこと

がいえるか考えましょう。 

〇書き方のモデルを示す。 

  

〇考察は、得られた結果を根

拠にして書くとよいことを

伝える。 

〇はじめは、個人で考える時

間を設定し、その後、グル

ープや学級全体で確認する

時間をとるようにする。 

★振り子の運動の規則性につ

いて，実験などを行い，得

られた結果を基に考察し，

表現するなどして問題解決

している。 

 結

論 

〇今回の実験についてまとめ

る。 

事象や概念等に対する新た

な知識を再構築したり、獲得

したりする力 

 

 

 

今回の学習についてまとめ

ましょう。 

〇児童の言葉を用いて、まと

められるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

★振り子が１往復する時間

は，おもりの重さなどによ

っては変わらないが，振り

子の長さによって変わるこ

とを理解している。 

〇学習感想を記入する。 

○7

⑧ 

活

用 

〇学習したことを生かす活動

を行う。 

学んだことを次の課題や、日

常生活や社会に活用しよう

とする態度 

今まで学習したことを生か

して、１秒で１往復するふり

こを作ってみましょう。 

 

〇手が止まってしまっている

児童に対して、今まで学習

してきたことを想起させ、

問題解決の見通しがもてる

ようにする。 

ふりこの長さが長くなるほど、ふりこの１往復する時間は長くなる。 



・３０ｃｍのときに１．１秒

だったから、２５ｃｍくら

いかなあ。 

・おもりの重さやふれはばは

気にしなくていいね。 

★振り子の運動の規則性につ

いて学んだことを学習や生

活に生かそうとしている。 

〇時間がある場合は、学びを

生かして、さまざまな長さ

の振り子を作らせてみても

よい。 

〇法隆寺や東京スカイツリ

ー、大きな橋など、さまざ

まな建築物に振り子が利用

されていることを伝え、学

びの有用性に気付くことが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 評価と指導の計画 

 評価規準と支援が必要な児童への手立て 

Ａ規準 Ｂ規準 Ｃ規準 手立て 

知識・ 

技能 

振り子が１往復する

時間は，おもりの重

さなどによっては変

わらないが，振り子

の長さによって変わ

ること、また、振り子

の長さが長くなるほ

ど、振り子の１往復

する時間が長くなる

ことを理解してい

る。 

振り子が１往復する

時間は，おもりの重

さなどによっては変

わらないが，振り子

の長さによって変わ

ることを理解してい

る。 

振り子が１往復する

時間は，おもりの重

さなどによっては変

わらないが，振り子

の長さによって変わ

ることを理解してい

ない。 

得られた実験の結果

を一つひとつ丁寧に

確認していき、変化

の大きさに目を向け

させることで、振り

子の長さによっての

み１往復の時間が大

きく変わっているこ

とに気付くことがで

きるようにする。 

振り子の運動の規則

性について，実験な

どの目的に応じて，

器具や機器などを適

切に選択して，正し

く扱いながら調べ，

それらの過程や得ら

れた結果を表やグラ

フなどに適切に記録

している。 

振り子の運動の規則

性について，実験な

どの目的に応じて，

器具や機器などを選

択して，正しく扱い

ながら調べ，それら

の過程や得られた結

果を適切に記録して

いる。 

振り子の運動の規則

性について，実験な

どの目的に応じて，

器具や機器などを選

択して，正しく扱い

ながら調べ，それら

の過程や得られた結

果を適切に記録して

いない。 

期間指導を行う中

で、こまめに声かけ

を行い、実験を協力

して行ったり、実験

結果を記録したりで

きるようにする。 

思考・ 

判断・ 

表現 

振り子の運動の規則

性について，予想や

仮説を基に，条件が

整った解決の方法を

発想し，表現するな

どして問題解決して

いる。 

振り子の運動の規則

性について，予想や

仮説を基に，解決の

方法を発想し，表現

するなどして問題解

決している。 

振り子の運動の規則

性について，予想や

仮説を基に，解決の

方法を発想し，表現

するなどして問題解

決していない。 

実験装置の例を実際

に提示し、イメージ

がもてるようにする

とともに、条件制御

について一つひとつ

確認しながら考えら

れるようにする。 

振り子の運動の規則

性について，実験な

どを行い，得られた

結果を基に考察し，

科学的に表現するな

どして問題解決して

いる。 

振り子の運動の規則

性について，実験な

どを行い，得られた

結果を基に考察し，

表現するなどして問

題解決している。 

振り子の運動の規則

性について，実験な

どを行い，得られた

結果を基に考察し，

表現するなどして問

題解決していない。 

結果を折れ線グラフ

で表し、線の傾きに

目を向けさせて、振

り子の１往復する時

間のちがいに気付く

ことができるように

する。 

主体的に 

学習に 

取り組む 

態度 

振り子の運動の規則

性についての事物・

現象に進んで関わ

り，粘り強く，他者と

関わりながら主体的

に問題解決しようと

している。 

振り子の運動の規則

性についての事物・

現象に進んで関わ

り，粘り強く，他者と

関わりながら問題解

決しようとしてい

る。 

振り子の運動の規則

性についての事物・

現象に進んで関わ

り，粘り強く，他者と

関わりながら問題解

決しようとしていな

い。 

振り子に関わる事象

を適宜紹介し、振り

子に関わる事象が身

近にもあることに気

付かせ、興味・関心を

もてるようにする。 

振り子の運動の規則

性について学んだこ

とを学習や生活と結

振り子の運動の規則

性について学んだこ

とを学習や生活に生

振り子の運動の規則

性について学んだこ

とを学習や生活に生

メトロノームなどの

振り子に関わる具体

物を用意し、振り子



び付けて考え、生か

そうとしている。 

かそうとしている。 かそうとしていな

い。 

が生活と関わってい

ることに気付けるよ

うにする。 
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